
香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

【
第

111
回
企
画
展
】

平
田
愼
一
展　

時
の
う
つ
ろ
い

　

会
期
＝
４
月
12
日 (

土) 

～
５
月
25
日 (

日)

【
第

112
回
企
画
展
】

や
な
せ
た
か
し
の
時
代
・
大
正
の
夢
は
続
く

　

会
期
＝
６
月
７
日 (

土) 

～
７
月
21
日 (

月
・
祝) 　

【
第

113
回
企
画
展
】

香
美
ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア
ル
vol. 

13

　

こ
の
時
代
を
生
き
る
力

　

会
期
＝
７
月
30
日 (

水) 

～
８
月
24
日 (

日)

【
第

114
回
企
画
展
】

わ
く
わ
く
生
き
る
人
生

100
年

　

会
期
＝
９
月
６
日 (

土) 

～
10
月
13
日 (

月
・
祝) 　

【
第

115
回
企
画
展
】

具
象
か
ら
抽
象
へ
・
前
衛
の
興
亡

　

会
期
＝
11
月
１
日 (

土) 

～
12
月
21
日 (

日)

【
第

116
回
企
画
展
】

怖
い
話
と
怖
い
絵 

　

(

高
知
県
立
文
学
館×

香
美
市
立
美
術
館)

　

会
期
＝
令
和
８
年
１
月
24
日 (

土) 

～
３
月
22
日 (

日)

　
　

令
和
７
年
度　

香
美
市
立
美
術
館

　
　

展
覧
会
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４月１２日（土）～ ５月２５日（日）

休館日／毎週月曜日
(月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館）
入館料：一般 ６００円

【関連企画】

① 館長または学芸員による作品解説 (展示室)

　 会期中毎日曜日　１４時 ～

② ギャラリートーク (展示室)

　 ４月１２日 (土) １４時 ～

③ 出品作家によるワークショップ (アトリエ室)

　 「自然木を題材とした鉛筆デッサン」

　 ４月２７日 (日) １４時 ～

平田愼一展 
時のうつろい

▲ 「明日の地で」２０１０年

中土佐町立美術館蔵

▲ 「物語のない風景」１９８８年

高知医療センター蔵

▲ 「孤高の叫び」２０１５年

　

平
田
愼
一
は
、
１
９
５
３
年
に
高
知
市
に
生
ま
れ
、
高
知
大
学

を
卒
業
後
、
教
職
に
つ
き
な
が
ら
画
業
に
励
み
、
県
展
を
は
じ
め
、

「
一
陽
会
」
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
文
化
会
館
賞
展

や
個
展
な
ど
で
も
「
時
の
う
つ
ろ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

過
ぎ
行
く
時
間
の
中
で
、
集
積
す
る
も
の
を
表
現
し
て
き
た
平

田
愼
一
。
そ
の
真
摯
な
姿
勢
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

館
長　

都
築
房
子)

【
香
美
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
香
美
市
民
（
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
）
は

入
館
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
入
館
時
に
、
美
術
館
受
付
で
住
所
の

わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　
　

広
報
委
員
会　

選

　
　

  　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　

  

し
し
ん
で
ん　
　

   

と
き
じ
く
の
か
く
の
こ
の
み
や
紫
宸
殿 

明
石　

韮
生

　
　
　
　

       　

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

木
枯
ら
し
の
去
っ
た
後
に
は
日
向
ぼ
こ 

五
百
蔵
利
美

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                  

春
の
風
洗
濯
踊
る
ソ
フ
ラ
ン
香 

久
保　

和
子

　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  　

        

大
寒
の
僧
の
薄
着
や
法
話
聞
く 

竹
村　

咲
子

そ
う
て
ん　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

               

蒼
天
の
ミ
モ
ザ
を
撫
で
る
風
や
さ
し 
中
村　

定
子

 　
　

          　

   　
　

猫
昼
寝
木
桶
で
揺
れ
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ 
原　
　
　

茂

              　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

春
一
番
洗
濯
物
は
フ
ラ
ダ
ン
ス 

宮
地　

美
代

　

◆
「

涛

光

」

グ

ル

ー

プ
◆

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

柚
子
不
作
小
粒
ば
か
り
の
冬
至
の
湯 

秋
山　

英
身

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       　

        　
　

く  

り

柚
子
味
噌
の
具
合
確
か
む
午
後
の
庫
裡 

井
上　

佐
和

  　

そ
う
び　
　
　
　
　
　
　
　

                       

冬
薔
薇
散
歩
の
犬
も
立
ち
止
ま
る 

秋　
　
　

星

     

も
ず                          　
　
　
　
　
　

夕
鵙
や
歯
を
磨
く
吾
と
目
が
合
い
て 

吉
川　

恵
樹

 　
　
　
　

   　
　
　
　

       

川
面
に
は
夕
暮
れ
色
の
す
す
き
か
な 

明
神
か
お
り

　

   　
　
　
　
　
　

             

一
輪
に
盆
梅
の
母
よ
み
が
へ
り 

山
岸　

孝
子

　
　
　

 

さ
ば　
　

新
子
捌
く
漁
師
の
嫁
の
技
み
ご
と 

原　
　

恭
子

 

つ  

わ                          

石
蕗
咲
い
て
廃
屋
の
庭
明
る
う
す 

杉
山　

明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
婆
が
手
縫
ひ
の
黄
八
丈 

前
川　

恵
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

か
い

ど
ぶ
ろ
く
は
桃
色
な
り
し
峽
の
里 

中
橋　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
根
の
料
理
上
手
の
娘
に
感
謝 

山
中　

明
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ひ
る
げ

慎
ま
し
き
二
人
の
昼
餉
敬
老
日 

藤
本
す
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

は
ら
は
ら
と
俗
塵
は
ら
う
竹
の
春 

小
松　

美
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

目
の
前
を
力
な
く
行
く
冬
の
虫 

上
山
こ
の
か

　

◆
と

さ

や

ま

だ

フ

ァ

ミ

リ

ア
◆

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

ふ
き
の
と
う
久
し
ぶ
り
だ
ね
こ
ん
に
ち
は 

岡
林
由
利
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

も
う
一
個
あ
れ
ば
や
す
ら
ぐ
貼
る
カ
イ
ロ 

恵　

美　

子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

頑
張
っ
た
初
め
て
だ
ら
け
の
一
年
生 

詩　
　
　

子

　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

は
つ
か

如
月
は
逃
げ
る
と
云
う
が
早
廿
日 

八
王
子
小
太
郎

                       

山
好
き
に
新
芽
呼
ぶ
声
届
い
た
か 

昌　
　
　

子

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会
◆

　
　
　
　
　

 　
　

   　

春
き
ざ
す
金
に
縁
取
る
ス
ー
プ
皿 

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

寒
雀
相
寄
り
弾
む
朝
の
庭 

佐
竹　

洋
子

　
　
　

             　
　
　
　

    　
　
　

点
点
と
白
梅
砂
の
ご
と
蕾
む 

津
田
吾
燈
人

　
　
　
　
　
　
　

      　

老
梅
の
う
い
う
い
し
さ
や
七
分
咲
き 

塗
本　

幸
利

                    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
の
葉
に
宿
る
夕
日
や
春
の
暮 

野
村　

里
史

                                      

母
よ
り
の
小
鉢
に
盛
ら
る
る
す
ず
白
菜 

古
川　

信
子

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

                             　
　
　
　
　

 　
　
　
　

雪
雪
雪
な
れ
ど
明
る
き
春
の
雪 

宮
崎
た
だ
し

 
                　

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

   

摘
ま
れ
た
る
青
葱
色
を
継
ぐ
構
へ 

山
崎
か
ず
み

　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ポ
ケ
ッ
ト
に
未
完
の
一
句
鳥
ぐ
も
り 

山
﨑　

鈴
子

FAX

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

蒼
天
の
ミ
モ
ザ
を
撫
で
る
風
や
さ
し

　

ミ
モ
ザ
は
15
㍍
く
ら
い
に
な
る
常
緑
高
木
で
、
黄

色
の
小
花
が
穂
状
に
群
が
り
咲
い
て
香
り
が
高
く
、

香
水
の
原
料
に
も
な
る
。
銀
葉
ア
カ
シ
ヤ
の
フ
ラ
ン

ス
語
名
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
復
活
祭
（
３
月
21
日

～
４
月
25
日
の
期
間
に
相
当
）
の
頃
に
咲
く
花
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
春
の
青
空
に
映
え
る
黄
色
い

ミ
モ
ザ
の
花
を
見
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

吹
く
風
が
ミ
モ
ザ
を
撫
で
、
サ
ワ
サ
ワ
と
音
を
た
て
、

よ
い
香
り
が
た
だ
よ
う
。
「
や
さ
し
」
と
風
の
あ
り

よ
う
を
と
ら
え
、
一
連
の
情
景
を
美
し
く
詠
ま
れ
た

一
句
。

（
季
語
：
ミ
モ
ザ
（
春
）
）

春
一
番
洗
濯
物
は
フ
ラ
ダ
ン
ス

　

春
一
番
は
立
春
後
、
本
格
的
な
春
の
到
来
に
先
立

っ
て
、
初
め
て
吹
く
強
い
南
風
を
い
う
。
も
と
は
壱

岐
地
方
の
漁
師
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
気
象
用
語
と
し

て
定
着
し
た
。
洗
濯
日
和
の
よ
い
天
気
の
中
、
洗
濯

物
を
干
し
終
え
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
い
る
と
、
突

然
の
強
い
風
に
、
洗
濯
物
が
大
揺
れ
に
。
そ
の
強
い

風
を
「
春
一
番
」
と
感
じ
取
り
、
洗
濯
物
の
ゆ
れ
る

さ
ま
を
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
に
た
と
え
、
生
活
の
一
コ

マ
を
楽
し
く
詠
ま
れ
た
一
句
。

（
季
語
：
春
一
番
（
春
）
）

２４Kami
２０２５年４月号

２５ Kami
２０２５年４月号


